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　国家標準につながる標準電圧発生器（10
Ｖ）を基準として直流電圧発生器と直流電
圧測定器の自動校正が行えます。併せて、
不確かさ評価の自動化および不確かさ評価
バジェット表が自動で作成できます。

直流電圧のトレーサビリティ
　都産技研では、標準電圧発生器（10Ｖ）を特定
二次標準器として日本電気計器検定所におい
て外部校正を毎年実施しています。特定二次標
準器とは、国家標準につながる特定副標準器に
より校正された計測器のことです。この特定二
次標準器である標準電圧発生器（10Ｖ）を基準
器として中小企業などの直流電圧発生器や直
流電圧測定器の校正試験を行い、国家標準への
トレーサビリティが確保された成績書を発行
しています。

直流電圧の校正原理
　直流電圧自動化・不確かさ評価自動化シス
テムの構成図を図１に示します。

 

　始めにシステム内蔵の電圧分圧器の分圧比
の自動校正を行います。特定二次標準器である
標準電圧発生器（10Ｖ）と校正したシステム内
蔵の電圧分圧器を使用して直流電圧発生器で
あるキャリブレータ（100ｍV レンジから
100Vレンジ）の自動校正ができます。また、校
正したキャリブレータを基準器として、直流電

圧測定器であるディジタルマルチメータ
（DMM）の 100ｍVレンジから 100Vレンジの
自動校正が行えます。直流電圧自動化・不確か
さ評価自動化システムの校正装置を図２に示
します。

 

不確かさ評価（バジェット表作成）の自動化
　不確かさ評価は、パソコン画面上での対話形式
により自動的に不確かさ評価が行えます。併せ
て、バジェット表が自動で作成できます。バ
ジェット表とは、不確かさを見積もるときに、ど
のような不確かさ要因の成分をとりあげたかを
明白にした表です。これは国際標準化機構（ISO）
による「測定の不確かさの表現についてのガイド
（Guide to the Expression of Uncertainty in 
Measurement、通称 ISO-GUM）」に基づいた
不確かさ評価が実行できます。
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図１ システムの構成図

図２ システムの校正装置
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